


















【結 果】 ①技師 1と技師 2の総合点数 (画質＋ポジ
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腺腫と葉状腫瘍の鑑別困難であった. 平成 22年 1月 8
日,乳房下切開で腫瘤摘出術を行った.病理報告は葉状
構造を示す成分は無く,fibroadenomaであった.
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た.右乳癌 T4cN3cM1(胸膜)ER (＋),PgR (－),HER2
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(骨), StageⅣの診断であった. 2007年 8月からゾレドロ
ン酸開始し CEF75×4コース施行後に DTX×14コース
施行したが,右上腕挙上がさらに困難になるなど PDと
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乳癌の皮膚浸潤は滲出液,出血や潰瘍が出現し,異臭
や疼痛により, QOLが著しく低下する.モーズ軟膏は腫
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